
①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

中間
評価

最終
評価

○ ○ ○ ○ ○ ○

〇 〇

〇 〇

○ 〇 〇

〇 〇

中間
評価

最終
評価

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○

〇 ○ ○

○ ○ ○

○

中間
評価

最終
評価

就職
○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ◯

進学
○ ○ ○

○ 生徒の希望進路合格を目指す。 ○

○ ○

多種多様な受験の仕方があるが、
生徒の実態にあった受験方法の
指導をしていく。

基礎学力の向上を目指す。 教科担当、担任間の連絡を密にし
生徒の学力の共通理解をする。
Classiなどのアプリを使って生徒の
家庭学習のサポートをしていく。

進

路

指

導

部

潮目が変わってきてい
る。来年度どう流れるの
かは来年度になってみな
いと分からないが、最悪
の場合を想定し、対策を
立て対処する。

経済状況は不安定である
が、生徒一人ひとりをよく
理解し、能力・適性に応じ
た進路指導に努める。

今年度は昨年度卒業生徒の就職
先訪問が出来ないが、電話などで
状況を把握しながら、本年度の各
企業の採用計画を聞き出したい。
また、企業との関係性は今まで
培った信頼関係でカバーしたい。

社会人として「就職」する
ということの大切さ・責任
感が近年薄れてきている
生徒が多い。また、研究
不足による早期離職が社
会全体的に多い。

生徒の早期離職に繋がら
ないように、応募前見学・
企業研究を十二分に促
し、就職した企業へのミス
マッチが減るよう努める。

担任及び部活動顧問・家庭、時に
は関係機関との連携を密にしなが
ら、個別面談を重ね、適切な進路
指導をする。また、時には企業研
究のアドバイスをしながら希望と
マッチしたより良い就職先選定の
熟考を促す。

学力向上のために、授業
の大切さを促していき、定
期考査・模試・検定などを
学習目標として学習意欲
を持続させた。また、模試
の結果を分析し、教員の
教科内での指導方針など
話し合い学力向上に努め
た。

生徒それぞれに興味関心のある
事を持たせ進路選択の幅を広げ
る。

講演会の実施をやり方を考えなが
ら行う。また、生徒への資料提供も
積極的に行う。

説明会資料や出願書類
等、中学校に向けてわか
りやすいものを作成する。

校内における入試事務作
業については概ね円滑に
進めることができたが、細
かな部分で改善の余地が
見られた。

出願から新入生説明会ま
での業務をスタッフ全員
で共有するとともに各自
が責任をもって役割を果
たす。

各事業において松萌会役
員の積極的な参加が見ら
れた。

学校と保護者との協力関
係のさらなる構築

松萌会役員とのより一層
の連携を図り、会員の各
事業への参加者を増や
す。

１号館を中心に校舎の老
朽化が目立つ箇所があ
る。

校舎の環境保全に努める 環境・防災のスタッフで定
期的に校内を見回り、古く
なった部分や破損箇所を
早期に改修することで生
徒が落ち着いて学習活動
に取り組めるよう、学校環
境を整える。

歴史ある校舎に生徒が愛
着を持てるよう、日々の
掃除を徹底させる。

配架やコーナーを工夫し、整備す
ることによって生徒が「読む」「調べ
る」活動をスムーズに行えるように
する。
丁寧なレファレンスと豊富な資料
準備を基本に、生徒に対しては資
料の集め方や情報の活用の仕方
について、授業の中で図書館オリ
エンテーションを効果的に行い、支
援する。

生徒・教職員に向けて、
図書館を魅力的に広報する。

本、図書館の魅力を感じられる広
報誌を生徒とともに作成し、配布す
る。職員に向けても広報誌を作成
し、資料を紹介する機会を増や
す。授業に特化したサービスにつ
いても広報し、周知する。

総

務

部

入試の受験料支払方法
の変更や調査書の様式
変更については中学校よ
り良い評価を多数いただ
いた。

正確で円滑な入試事務作
業の実施

目標の達成状況 次年度引継事項・改善策など

学年
分掌

令和元年度末の状況 令和２年度の目標 具 体 的 方 策 中間評価に対する改善点 目標の達成状況 次年度引継事項・改善策など

学年
分掌

令和元年度末の状況 令和２年度の目標 具 体 的 方 策 中間評価に対する改善点

令和２年度　学校自己評価表　　米子松蔭高等学校

令和２年度の目標 具 体 的 方 策 中間評価に対する改善点

責任と義務を尊重しつつ、自ら進んで目標に向かって努力する精神を養う。

学校教育目標　　　「社会で真に役立つ実践的な人材の育成」

学年
分掌

勤労を尊重する精神を養い、社会に貢献しようとする意欲を育成する。
進路指導の充実
生徒の興味・適性・能力を尊重し、適切な進路の決定ができるよう指導の充実を図る。

評価について　　　Ａ　達成できた　　　Ｂ　概ね達成できた　　　Ｃ　やや不十分な点あり　　　Ｄ　かなり改善の余地あり　　　Ｅ　全く不十分　　　（　）評価せず または 評価できず

次年度引継事項・改善策など目標の達成状況

本年度の重点目標

顧問と生徒が目標に向かって共に努力してゆく中で、協調性・責任感・忍耐力を養う。

令和元年度末の状況

部活動の充実
生活面の指導を大切にし、正しい服装容儀、規律ある生活態度で生きる姿勢を育成する。

　建学の精神に基づ き 、 これからの 社会 が必要とする 人材 の 育成に努める。 広い視野と知見を持ち、多様
な価値観の中から、主体的に 新しいものを創造していく ことのできる力の育成を重点目標とする。

わかりやすい授業を心がけ、生徒の適性に応じた指導に努める。
生活指導の充実

自主自立の精神の涵養

人間性の陶冶
規律を守るとともに、人の苦しみや悲しみを正しく理解し、適切な行動のできる豊かで調和のとれ
た健全な人格の育成をめざす。
勤労を尊重する精神の育成

学習指導の充実

（教務）
タブレット端末の活用機会が徐々
に増え、ICTが与える授業への効
果にも期待ができる。学習指導方
法が多様になる中で、協働性の高
い授業や、教員同士の情報共有
がこれまで以上に必要になってき
た。また、全校や学年を単位として
活動する機会が、生徒の学校生活
に秩序と変化を与える役目を果た
した。

学習指導の充実を図る。 生徒による授業評価や相互授業
見学を継続して実施する。タブレッ
ト端末を用い、ICTを生かした授業
の促進を図る。

授業時間の確保に努める。 月間・週間計画、日課の調整や変
更を迅速に行う。

学校行事の円滑な運営に努める。 前年度までの学校行事の運営を
振り返り、都度、改善しながら早め
の計画と円滑な運営を行う。

(図書)
丁寧なレファレンスと資料提供に
努め、授業支援の回数は増加傾
向にある。
また図書館の環境を整備すること
により、生徒の読書、学習への姿
勢に変化がみられた。
引き続き、「読みたい気持ち」、「学
びたい気持ち」を大切にした図書
館づくりに取り組むとともに、生徒・
教職員に向けて図書館の使い方
やサービスについても積極的に広
報し、周知する必要がある。

読書、学習環境の整備、
授業支援の充実に努める。

教

務

部



中間
評価

最終
評価

○ ○ ○ ○ ○ ○

〇

〇

〇

〇 〇 〇

〇

中間
評価

最終
評価

○ ○ ○ ○ ○ ○

〇 〇 〇
　 　 　

〇 〇 〇

中間
評価

最終
評価

〇 ○ ○ ○ ○

〇 〇 校内連携を強めていく 〇 ○

〇 〇 他機関との連携作り 〇

〇
〇 学校全体として支援理解 〇

を深める。

〇 〇 ○

中間
評価

最終
評価

○ ○ 〇 ○ ○ ○

〇

○ ○ 〇 広報活動の充実
〇 Webの更新・管理運営
〇 SNS等による情報発信

校内連携会議を行い、校
外の関係機関とも連携を
はかった。

研修会・講演会等の参加
を積極的に促す。

次年度引継事項・改善策など

目標の達成状況 次年度引継事項・改善策など

同和教育で培われてきた
原則、鳥取県人権教育基
本方針（第２次改訂）をさ
らにふまえ、多様な人権
課題へ対応し、生徒一人
ひとりが主体的に考える
技能・態度を養う。

　インターネット差別問題
など、「差別の現実から深
く学ぶ」教材の資料化に
努めた。生徒もＳＮＳと自
らの関わりを考えた（特に
２年部・２年生）。

次年度引継事項・改善策など

　文科省、県教育委員会
人権教育課など行政機関
の通知・指針をふまえ、ま
た、新聞各社の報道を社
会科学的に分析し、本推
進部の対応を検討し、教
職員、生徒・保護者への
啓発に努めていく。

　新型コロナウイルスへ
の感染が世界的に拡大
する中、特定の国や地域
の人々への誹謗中傷が
みられるという報道が
あった。

具 体 的 方 策 中間評価に対する改善点 目標の達成状況
学年
分掌

令和元年度末の状況 令和２年度の目標

目標の達成状況

　言葉遣いアンケートを実
施し、自他の言動を振り
返り、心無い言葉の防止
をめざす。人権講演会
を、人権課題に意欲的な
方をお招きして実施し、生
徒の主体的判断力を高
める。

　前年度の言葉遣いアン
ケートをふまえ、啓発に努
める。２学期にアンケート
を実施し、とりまとめ啓発
する。人権講演会の実現
により、、多様な価値観を
ふまえ、生徒が主体的に
判断する力を高める。

　言葉遣いアンケートの
結果をふまえた啓発活動
は、次年度にも引き継ぐ。
部落差別とネット問題に
詳しい講師の講演を実施
し、生徒の人権意識が高
まった。

中間評価に対する改善点

学年
分掌

令和元年度末の状況 令和２年度の目標 具 体 的 方 策 中間評価に対する改善点

　人権教育資料、たとえ
ば、性的マイノリティの方
の人権に関する資料を集
め、学習教材の開発に努
めるなど、生徒が多様な
価値観の中から、自ら考
える技能・態度を養えるよ
うに導く。

概ね学校生活は落ち着い
ていたが、挨拶をもっと積
極的にできるよう継続的
な指導が必要。また、近
年SNSの利用についての
問題行動が増えてきた。

基本的生活習慣を身につ
けさせる。

新入生は、オリエンテーションを通
して学校生活に早く慣れさせる。

挨拶の徹底を全校集会やルーム
などで呼びかけるとともに、通学指
導などで教員からも積極的に声を
かけてもらうようにする。

服装規定の遵守のため服装指導
を徹底する。

登下校時の交通ルール
違反（併進・一時停止な
ど）や交通事故も数件発
生した。

生徒が安心して通うこと
ができるよう指導に努め
る。

社会のルールやマナーを理解し守
るよう指導する。
（講演会等も含む）
・薬物乱用　・SNS　他

登下校中に事故や被害に遭わな
いよう安全指導を徹底する。
（各ルーム、立ち番指導等）

いじめを許さず、見逃さない。
生徒の言動に変わった様子はない
か注意する。

教

育

相

談

・

支

援

学年全体として、個別の
支援計画作成への協力・
推進が図られた。

個別の支援計画の活用
の推進

個別の支援計画を作成
し、支援会議等を開き活
用していく。

担任・学年主任・養護教
諭・部活動の顧問を中心
としたクラス支援、生徒支
援の連携ができた。

教員間で情報交換を行
い、早期の対応に努め
る。

支援、ニーズの多様化に
対し、校内・校外問わず
情報交換の場をより多く
持つ必要がある。

教育支援担当者以外の
教員にも、研修の案内を
行った。

ＳＣ･ＳＳＷ・サポステ連携
を通じて学校全体として
の支援理解・学びを深め
ていく。

他校や医療機関、就労支
援機関等と連携し、進路
決定等多方面から支援を
していく。

生

徒

指

導

部

令和元年度末の状況 令和２年度の目標 具 体 的 方 策

令和元年度末の状況 令和２年度の目標 具 体 的 方 策 中間評価に対する改善点 目標の達成状況 次年度引継事項・改善策など

Webページ・SNSによる情
報発信を迅速に行うこと
ができ、閲覧数・登録者
数を確保することができ
た。引き続き、開かれた
学校づくりのための広報
活動を充実させ、提案し
ていく必要がある。

開かれた学校づくりの推
進と学校ブランディング

広

報

オープンスクール・説明会
の参加者を増やすことが
できた。参加者数確保を
継続し、入学志願者増加
につなげるための、より
効果的な実施内容・運営
方法を検討していく必要
がある。

オープンスクール、学校
見学説明会・入試説明会
の充実と参加者の確保

中学生・保護者・中学校
への的確な情報発信

オープンスクール等の実
施内容の精査、円滑な運
営

学年
分掌

人

権

教

育

推

進

部

　新型コロナウイルス感
染症に対する対応を、人
権への配慮の観点から考
える。

学年
分掌



中間
評価

最終
評価

○ ○ 学校行事の充実 ○

○

〇 ○ 生徒会活動の充実 ○

○

○

〇 ○ ○

中間
評価

最終
評価

○ ○ 基本的生活習慣の確立 ○ ○ ○ ○

○

○ 学習習慣の確立 〇

○ 家庭との連携 〇

〇

〇

○ 人権意識の育成 〇

中間
評価

最終
評価

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 〇

○

○ 〇

○ 〇
○

中間
評価

最終
評価

○ ○ 基本的生活習慣の定着 ○ ○ ○ ○

○ ○ 学習習慣の確立と ○
進路指導の充実

○ ○ 家庭との連携 ○

○ ○ 人権意識を育てる ○

ボランティア活動の呼び
かけを行い、生徒の参加
を促す。

授業に集中して取り組
み、日頃から計画的に家
庭学習を行うよう指導す
る。

家庭との情報交換をこま
めに行い、諸問題の早期
発見と迅速な対応に努め
る。

他分掌と連携を図り、ス
ムーズな運営ができた。

他分掌と連携しながら生
徒会活動を充実させる。

学年
分掌

令和元年度末の状況 令和２年度の目標

次年度引継事項・改善策など

学年
分掌

令和元年度末の状況 令和２年度の目標 具 体 的 方 策 中間評価に対する改善点 目標の達成状況 次年度引継事項・改善策など

学年
分掌

令和元年度末の状況 令和２年度の目標 具 体 的 方 策 中間評価に対する改善点 目標の達成状況

具 体 的 方 策 中間評価に対する改善点 目標の達成状況 次年度引継事項・改善策など

学年
分掌

令和元年度末の状況 令和２年度の目標 具 体 的 方 策 中間評価に対する改善点

生

徒

会

生徒会担当の先生方や
中央委員と連携を図りな
がら、学校行事の充実を
目指す。

定期的に集まり、現状の
確認や審議を行う環境が
必要である。

学校生活をより充実した
ものにするために、定期
的に部会を開き、議論す
る。

７月のスポーツ祭および
１０月の学校祭が充実し
たものになるように、計
画・実施する。

放課後の清掃点検や園
芸活動を行う。

行き違いやトラブルなども
あるが、全体としては落ち
着いてきた。

一

年

部

挨拶と正しい服装の定着
を図る。

睡眠、食事、健康面の管
理に努め、充実した学校
生活を送るよう指導する。

保護者へClassiの登録・
活用を促す。

学校からの配布物や家庭
からの回答を必ず提出す
るよう指導する。

目標の達成状況 次年度引継事項・改善策など

学校行事に向けて早めに
準備に取り組む必要があ
る。

学校行事やクラスでの活
動を通して他者への理解
を深め、人を思いやる心
を育む。

広報と連携し、定期的に
松蔭TIMES発行を行う。

二

年

部

【基本的生活習慣・学習
態度について】
この１年間で挨拶の習慣
や遅刻欠席の減少など概
ね基本的な生活習慣は
身に付いた.。入学時と比
較し、授業態度は良くなっ
たが、主体的に学習に取
り組むことができるレベル
には至っていない。

基本的生活習慣の定着
を目指す。

朝読書企画8:35～8:45の
周知を図り、早めの登校
を促すことにより、遅刻者
の減少と落ち着いた雰囲
気で授業開始を目指す。

学習習慣の確立と進路意
識の高揚を目指す。

担任が教科担当と密に連
携を取り、家庭学習を促
進する。また、研修旅行
や総合的な探究の時間を
通じて将来の目標を定め
る。【保護者との連携につい

て】
日頃からSNSやClassiで
の情報を受け取る環境が
ある保護者に対しては効
果があった。懇談等で活
用できていない保護者へ
促す必要がある。

家庭との連携を密に行
う。

ICT等を活用し、学校やク
ラスの情報提供をこまめ
に行う。また、生徒や保護
者から相談があれば迅速
に関係部署と連携を取
り、対応を検討し連絡を
する。

様々な教育活動を通し
て、人権感覚に優れた真
に社会に役に立つ人材の
育成を目指す。

部活動や生徒会執行部
への加入率の向上を目
指すとともに、部活動顧
問とも協力し成長を促す。

【各クラスの状況】
各クラスともクラスメイトと
互いに支えあいながら生
活を送る様子も見られる
ようになった。

学校行事や学級活動を
通し、互いを思いやり尊
重する心を育む。

三

年

部

あいさつや服装、時間を
守ることを徹底させる。ま
た最高学年としての自覚
を持ち、責任持った行動
で生活を送るよう指導す
る。

日々の授業に集中して取
り組む生徒も増えた。自
らの進路に向けて主体的
に取り組む生徒もいる
が、目標が定まらず受け
身の生徒もみられた。

進路決定に向け学びの
姿勢を高める。また目標
設定をし、日頃の授業か
ら集中して取り組むように
指導する。

保護者との連携を深め、
学校での状況や家庭での
様子について共通理解を
図る。

各クラスでの指導や朝の
見回りを通し、少しずつ率
先して挨拶したり、服装に
ついても意識する生徒が
増えてきた。また遅刻・欠
席についても意識するよ
うになってきた。

家庭との連絡をこまめに
とり、保護者との連携は
担任を中心にスムーズに
行われた。
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